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第173号（２面）2019年09月18日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





�





▼若い人への呼びかけを





  皆さんが活発に意見を出しよい例会だと思いました。ただ、話し合いにも出てきたように、若い方の参加がありませんでした。「憲法ひろば」では若い人にどのように呼び掛けているのですか？　狛江でも若い人たちにどう働きかけるか、いつも悩みながら活動しています。　（狛江　小俣眞智子）


▼この落差！


　世論調査では「憲法改正」に対して国民の必要度は大変低い。問題は他にある。しかし安倍政権はやる気満々、この落差！　杉並、辺野古、軍拡、水道法などを突き詰めると憲法に反している。憲法をきちんと守れ！　と言いたいし、若い者にも憲法をよく知って貰いたい。（深大寺北町・二見真由美）





▼頭が整理できました





  参院選後の情勢と現在の問題点が、平易な言葉で説明され、頭の中でよく整理できました。ありがとうございました。（布田・河野良彦）





▼総がかりを超える総がかり運動！





　筋の通ったきめ細かいお話は説得力がありました。いろんな問題が沢山あることに対して、「『総がかりを超える総がかり運動』をやろう」という高田さんの呼びかけへの応えを続けましょう。（稲城市向陽台・津田櫓冬）





▼具体的な話が良かった





　国会前集会などでトリの発言をし、いつも頑張っていらっしゃる高田さんのお話を身近にお聞きしたくて参加しました。安倍政権、憲法改正にいかに立ち向かえるか、具体的なお話が伺えて良かったです。質疑で、各地・各人からの意見、提案は貴重でとても参考になりました。  （三鷹市大沢・石黒紀子）





▼１３項目合意の貴重さ





　大変わかりやすいお話で頭の中が整理されました。ありがとうございました。市民連合の13項目の合意の貴重さを改めて思いました。３千万署名についてもどう評価するかの話が聞けて、参考になりました。（無記名）





▼ナショナルセンター構想





　総がかり行動が大きな役割を果たしてきた現状から、今後の方向として、「総がかりの総がかり」、ナショナルセンター的構想が浮かびつつある、という話に、必要性を納得しつつ一抹の不安も。13項目の政策協定をみても、問題は多様化しており、ますます課題は増えていくだろう。生活のあらゆる場面での安倍政権の横暴、破壊が進んでいる証明。ナショナルセンターの位置づけの議論が必要だと感じました。　（柴崎・三宅征子）





▼骨身にしみる学習をしたい





　｢骨身にしみる｣という言葉がありますが、戦争、被爆、福島、沖縄などすべてを｢自分ごと｣と考えられるように学習を続けたい。今日のお話は活動、行動を続け、結果を出していく、という力強いお話でした。（無記名）








第150回(10月)フィールドワーク例会


バスで行く秋の五日市


明治初期に生まれた｢民衆憲法｣


ゆかりの地を巡る旅


日時：１０月５日(土) 午前８:１５ 集合


参加費：５,０００円　定員24人(先着順)





第151回(11月)例会　　参加費：300円


安保法制違憲訴訟のいま


　　　　----戦争法と裁判所


お話：福田 護弁護士　弁護団共同代表


日時：11月16日(土)13:30～


場所：たづくり10階１００２室





第152回(12月)例会　　参加費：500円


調布｢憲法ひろば｣創立15周年・講演と合唱の夕べ


調布平和を歌う合唱団


県民投票後の辺野古の今と私たち


お話：元山仁士郎さん　県民投票の会元代表


日時：12月13日(金)18:30～21:00


場所：調布市グリーン小ホール





第153回(2020年1月)例会 参加費：300円


徴用工問題と日韓関係(仮題)


お話：川上詩朗弁護士＆石山久男さん


日時：2020年1月13日(月･休)13:30～


場所：たづくり10階１００１室








　　＜参考資料＞ 市民連合と５野党・会派の「共通政策」


　１ 安倍政権が進めようとしている憲法「改定」とりわけ第９条「改定」に反対し、改憲発議そのものをさせないために全力を尽くすこと。 ２ 安保法制、共謀罪法など安倍政権が成立させた立憲主義に反する諸法律を廃止すること。 ３ 膨張する防衛予算、防衛装備について憲法９条の理念に照らして精査し、国民生活の安全という観点から他の政策の財源に振り向けること。 ４ 沖縄県名護市辺野古における新基地建設を直ちに中止し、環境の回復を行うこと。さらに、普天間基地の早期返還を実現し、撤去を進めること。日米地位協定を改定し、沖縄県民の人権を守ること。また、国の補助金を使った沖縄県下の自治体に対する操作、分断を止めること。 ５ 東アジアにおける平和の創出と非核化の推進のために努力し、日朝平壌宣言に基づき北朝鮮との国交正常化、拉致問題解決、核・ミサイル開発阻止に向けた対話を再開すること。 ６ 福島第一原発事故の検証や、実効性のある避難計画の策定、地元合意などのないままの原発再稼働を認めず、再生可能エネルギーを中心とした新しいエネルギー政策の確立と地域社会再生により、原発ゼロ実現を目指すこと。 ７ 毎月勤労統計調査の虚偽など、行政における情報の操作、捏造（ねつぞう）の全体像を究明するとともに、高度プロフェッショナル制度など虚偽のデータに基づいて作られた法律を廃止すること。 ８ ２０１９年１０月に予定されている消費税率引き上げを中止し、所得、資産、法人の各分野における総合的な税制の公平化を図ること。 ９ この国のすべての子ども、若者が、健やかに育ち、学び、働くことを可能とするための保育、教育、雇用に関する予算を飛躍的に拡充すること。 １０ 地域間の大きな格差を是正しつつ最低賃金「１５００円」を目指し、８時間働けば暮らせる働くルールを実現し、生活を底上げする経済、社会保障政策を確立し、貧困・格差を解消すること。また、これから家族を形成しようとする若い人々が安心して生活できるように公営住宅を拡充すること。１１ ＬＧＢＴｓに対する差別解消施策、女性に対する雇用差別や賃金格差を撤廃し、選択的夫婦別姓や議員間男女同数化（パリテ）を実現すること。 １２ 森友学園・加計学園及び南スーダン日報隠蔽（いんぺい）の疑惑を徹底究明し、透明性が高く公平な行政を確立すること。幹部公務員の人事に対する内閣の関与の仕方を点検し、内閣人事局の在り方を再検討すること。１３ 国民の知る権利を確保するという観点から、報道の自由を徹底するため、放送事業者の監督を総務省から切り離し、独立行政委員会で行う新たな放送法制を構築すること。

















 ★話題となった｢13項目の合意｣★








